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		期限の定めのない政府間作業部会の第1回会期の報告
議長兼報告者：カルロス・マリオ・フォラドーリ
Report of the open-ended intergovernmental working group on its first session
2026年7月
	I.	はじめに
1.	高齢者の人権の促進、保障、および完全な享受の確保を目的として、高齢者の人権に関する国際的に法的拘束力のある文書の草案を策定し、人権理事会に提出することを任務とする、期限の定めのない政府間作業部会。
2.	人権理事会決議は、作業部会に対し、すべての地域グループの高齢者およびその代表組織が、インクルーシブな方法で有意義に参加・関与するよう奨励・促進すること、特に、提案されている国際的な法的拘束力のある文書に関する主題および内容について、高齢者が意見を表明する機会を与えることを求めた（第7項）。
3.	同決議の第2項に基づき、作業部会の組織会合が2026年2月18日から19日にかけて開催された。
4.	2026年7月13日から17日にかけて開催された作業部会の第1回会期は、国連・副人権高等弁務官による声明で幕を開けた。 
[bookmark: _Toc471217405][bookmark: _Toc496373802][bookmark: _Toc501112087][bookmark: _Toc504117840]	II.	会期の運営
[bookmark: _Toc471217406][bookmark: _Toc496373803][bookmark: _Toc501112088][bookmark: _Toc504117841]	A.	議長・報告者の選出
5.	2026年2月18日、組織会合において、アルゼンチンの常駐代表カルロス・マリオ・フォラドリ氏が、2026年の作業部会会合の議長兼報告者に満場一致で選出された。
[bookmark: _Toc471217407][bookmark: _Toc496373804][bookmark: _Toc501112089][bookmark: _Toc504117842]	B.	出席状況
6.	参加者のリストは、別添資料に記載されている。
[bookmark: _Toc471217408][bookmark: _Toc496373805][bookmark: _Toc501112090][bookmark: _Toc504117843]	C.	資料
7.	作業部会には、以下の文書が提出された。
	(a)　人権理事会決議第58/13号；
	(b)　作業部会の暫定議題；
	(c)　第1回会期の作業計画；
	(e)　議長兼報告者が作成した討議資料；
	(f)　その他の関連文書[footnoteRef:2]。 [2: 		関連するすべての文書は、作業部会のウェブサイト（https://www.ohchr.org/en/events/events/2026/1st-session-intergovernmental-working-group-older-persons-13-17-july-2026）で公開されている。] 

[bookmark: _Toc471217409][bookmark: _Toc496373806][bookmark: _Toc501112091][bookmark: _Toc504117844]	D.	議題および作業計画の採択
8.	議長兼報告者は、暫定議題および作業計画案を提示し、意見を求めた。各国からの意見はなかったため、第1回会期の議題および作業計画が採択された。 
[bookmark: _Toc471217410][bookmark: _Toc496373807][bookmark: _Toc501112092][bookmark: _Toc504117845]	III.	開会の辞
[bookmark: _Toc501112093][bookmark: _Toc504117846]	A.	議長兼報告者による冒頭発言
9.	議長兼報告者が開会の辞を述べた。同氏は副高等弁務官の開会の辞に感謝の意を表し、各国、国内人権機関、市民社会組織、および高齢者の代表者の参加を歓迎した。 
[bookmark: _Toc501112094][bookmark: _Toc504117847]	B.	一般発言
10.	第1回会合（13日午後）および第2回会合（14日午前）において、作業部会は、将来的な法的拘束力のある文書の構造および指針となる原則について一般討論を行った。討論の過程で、加盟国およびオブザーバー、国際機関、国内人権機関、市民社会、ならびに高齢者の代表者が発言した。作業部会の任務および高齢者の人権に取り組む法的拘束力のある国際的文書の策定に対し、幅広い支持が表明された。
[bookmark: _Toc471217411][bookmark: _Toc496373808][bookmark: _Toc501112096][bookmark: _Toc504117849]		IV.	全体会議での議論
	A.	ゼロからの構築ではない
11.	第 3 回会合（14日午後）において、作業部会は、作業部会自体が真に新しいプロセスであるが、高齢者の人権に関連するこれまでの成果、既存の国際的および地域的な基準、枠組み、取り組みについて議論を行った。 
12.	ニューヨークのポルトガル国連常駐代表部のステファノ・ヴェナンシオ・ゲラ氏が、議論の進行役を務めた。
13.	ブラジルの高齢者人権担当事務局長であるアレクサンドレ・ダ・シルヴァ氏は、「高齢者の人権の保障に関する米州条約」を含め、国際、地域、国家レベルでの進展について発表した。
14.	高齢者のすべての人権の享受に関する独立専門家であるズヴェズダン・ピルトシェク氏は、高齢化に対するアプローチの歴史的変遷と、高齢者が人権を享受する上で依然として直面している課題について考察した。
15.	高齢者虐待防止国際ネットワーク（INPEA）のシルビア・ペレル＝レヴィン氏は、将来の国際的枠組みは、既存の国際人権法に基づくと同時に、現行の枠組みが断片的、不明確、または不完全な部分については、新たな基準を策定すべきであると強調した。
16.	高齢者の代表の一人であるハイドルン・モレンコフ氏は、15年以上にわたる分析により、保障の不備や規範の整備が必要な分野が特定されたことを指摘し、既存の枠組みでは十分に対処されていない分野を強調した。
17.	その後の対話型討論では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、各国の人権機関、ならびに市民社会および高齢者の代表者が発言を行った。討論では、高齢化および高齢者の人権に関する数十年にわたる国際的、地域的、国内的な進展、ならびにこれまでに実施されてきた実質的な分析作業が評価された。
	B.	意見募集の結果
18.	第 4 回会合（15日午前）で、作業部会は意見募集の結果について検討した。ガンビアのチェルノ・マレナ常駐副代表が、議論の進行役を務めた。
19.	国連人権高等弁務官事務所のテーマ別・特別手続部長であるペギー・ヒックス氏は、議長による意見募集への提出意見の概要（議論を円滑に進めるために事務局が作成したもの）を提示した。またこれはウェブサイトに掲載された元の提出資料と併せて読むべきであると指摘した。
20.	オーストラリア、シドニーのニューサウスウェールズ大学国際法・人権名誉教授であるアンドルー・バーンズ氏は、基本的な概念、一般原則、対象とする具体的な分野、および文書の構成について、あらゆるカテゴリーの利害関係者の間で概ね合意が得られていることを指摘し、これが条文の起草に移るための素晴らしい基礎となると述べた。
21. 	その後の対話型討論では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、各国の人権機関、ならびに市民社会および高齢者の代表者が発言を行った。各代表団および発言者は、議長による意見募集に応じて寄せられた提出意見について、高等弁務官事務所が作成した要約を歓迎した。参加者たちは、尊厳を中核とすることを指針とする、人権に根ざした条約の必要性など、多くの共通認識を指摘した。また、発言者たちは、さらなる分析と議論を必要とするいくつかの事項についても言及した。
	C.	議長・報告者による討議資料
22.	第5回会合（15日午後）および第7回会合（16日午後）において、作業部会は議長兼報告者が作成した討議資料を検討した。 
23.	ジュネーブにあるアルゼンチン国連常駐代表部のセバスティアン・コバル氏は、審議の出発点として、また、高齢者の人権に関する将来の法的拘束力のある文書の内容と構成についてさらなる考察を促すことを目的として、議長兼報告者が作成した討議資料を紹介した。
24. 	その後の対話型討論では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、各国の人権機関、ならびに市民社会および高齢者の代表者が発言を行った。各代表団および発言者は、議長・報告者が作成した討議文書を歓迎し、同文書について意見を述べた。
	D.	条約の監視体制に関する焦点討論
25.	第6回会合（16日午前）に、作業部会は条約の監視体制に関する重点討論を行った。フィリピン外務省国連・国際機関局副次官補のマリア・ロゼニー・B・ファンコ氏が、議論の進行役を務めた。
26.	国連人権高等弁務官事務所人権条約課長のアンティ・コルケアキヴィ氏が、既存の人権条約の監視体制および条約体制度の強化に向けた現在進行中の議論について発表した。
27.	人権専門家のリグベ・ゲブレハワリア氏は、「障害者権利条約」および「アフリカ人権・人民の権利憲章の、アフリカの高齢者の権利に関する議定書」の教訓を踏まえ、将来策定される高齢者の権利に関する条約の下での監視と実施に関する選択肢について発表した。
28.	カタリナ・デバンダス・アギラール氏は、「障害者権利条約」の経験を踏まえ、国際人権システムにおける既存の保障の不備を克服するために、無差別条項以外の具体的な分野について言及した。
29.	高齢者の代表の一人であるアンナ・ビオンディ氏は、法的拘束力のある文書の起草において、よく知られた既存の手続きに加え、革新的な監視および実施手続きも検討できると指摘した。
30. 	続いて行われた対話型討議では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、国内人権機関、ならびに市民社会および高齢者の代表者が発言した。この討議を通じて、将来の条約の実施を確実にするための監視枠組みに対する幅広い支持が示された。監視の仕組みは、各国の状況や実施能力に配慮しつつ、高齢者の人権の実質的な実現に寄与すべきであるという点で、概ね合意が得られた。
	E.	人権理事会（HRC）の仕組みおよびその他の国連機関との対話
31.	第7回会合（16日午後）で、作業部会は人権理事会の仕組みおよびその他の国連機関との対話を行った。スロベニア外務・欧州問題省多国間協力局人権部長のポローナ・マル・ビテンツ氏が議論の進行役を務めた。
32.	高齢者のすべての人権の享受に関する独立専門家であるズヴェズダン・ピルトシェク氏は、人権理事会から委任された任務について説明し、高齢者が人権を完全に享受するために極めて重要な分野において、前任者たちが蓄積してきた知見が、作業部会がその任務を遂行する上で活用できることを指摘した。
33.	司法外の即決処刑または恣意的な処刑に関する特別報告者のモリス・ティドボール＝ビンツ氏は、2026年10月に開催される国連総会第81回会期で提出予定の、高齢者に対する恣意的な生命の剥奪の記録、調査、防止に関する報告について、その取り組みを説明した。
34.	ILO国際労働基準局（NORMES）の基準適用課長であるホラシオ・グイド氏は、社会保障最低基準条約や障害・老齢・遺族給付条約など、高齢者に係る国際労働基準、ならびにILOの監督システムの機能について説明した。
35.	国際電気通信連合（ITU）開発局のデジタル・インクルージョン・サービス責任者であるロクサーナ・ウィドマー＝イリエスク氏は、デジタル技術が高齢者の人権行使に与える影響について発表し、高齢者のデジタル・インクルージョンの要件を概説した。また、同氏は、ITUが作業部会の活動を支援する用意があることを表明した。
36.	国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）国際保障・解決課の石原智子氏は、避難を余儀なくされた状況にある高齢者の視点について共有した。同氏の発表は、強制的に避難を余儀なくされた高齢者および無国籍の高齢者に焦点を当て、彼らの具体的なニーズに加え、地域社会やレジリエンス、復興への彼らの貢献についても強調した。
37.	高齢者代表の一人のロージー・ペレイラ氏は、国連のメカニズムや人権プロセスが作業部会の活動をどのように支援できるかについて意見を述べ、高齢者に影響を及ぼす問題が十分に報告されておらず、監視も不十分であるか、あるいは間接的にしか対処されていない現状を指摘した。
38. 	続く対話型討論では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、各国の人権機関、ならびに市民社会および高齢者の代表者が発言した。この討論では、高齢者の保護を強化する上で国連の人権メカニズムが果たす重要な役割が強調された一方で、高齢者が人権を享受することを確保するには、こうした取り組みはまだ不十分であることも指摘された。
	F.	スケジュール
39.	第8回会合（17日午前）で、作業部会は2026年から2027年の作業のスケジュール案を検討した。ジュネーブにあるアルゼンチン国連常駐代表部のセバスティアン・コバル氏およびジュネーブにあるブラジル国連常駐代表部のアンドレ・シマス・マガリャエス氏が、スケジュール案を紹介した。
40. 	その後の対話型討議では、加盟国およびオブザーバー、国連機関、各国の人権機関、市民社会の代表者、および高齢者が発言し、スケジュール案について意見や提案を行った。この議論では、各代表団や利害関係者に予測可能性を提供し、調整を確保し、作業部会の作業が体系的かつ透明な形で進められるよう、明確かつ現実的なスケジュールに対する幅広い支持が示された一方で、プロセスの進展に応じて調整を行うための一定の柔軟性を維持する必要性も指摘された。 
[bookmark: _Toc501112110][bookmark: _Toc504117864]	V.	報告書の採択
	2026年7月17日の第8回会合（17日午前）において、作業部会は、第1回会期の報告を暫定的に採択した。

	附属書
		第1回会期の参加者リスト
[bookmark: _Toc471217424][bookmark: _Toc496373826][bookmark: _Toc504117867]		国連加盟国
アルジェリア、アンゴラ、アルバニア、アンドラ、アルゼンチン、オーストラリア、オーストリア、アゼルバイジャン、バルバドス、ベラルーシ、ベルギー、ベリーズ、ブラジル、カーボベルデ、カナダ、チリ、中国、コロンビア、コスタリカ、クロアチア、キューバ、キプロス、チェコ、ドミニカ共和国、エクアドル、エジプト、フィンランド、フランス、ガンビア、ジョージア、ドイツ、ギリシャ、グアテマラ、インドネシア、イラン（イスラム共和国）、イラク、アイルランド、イスラエル、イタリア、ジャマイカ、日本、ヨルダン、ケニア、クウェート、レバノン、レソト、ルクセンブルク、マレーシア、モルディブ、マルタ、モーリシャス、メキシコ、モンテネグロ、ネパール、ニュージーランド、ナイジェリア、ナミビア、ノルウェー、パナマ、パキスタン、パラグアイ、ペルー、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、カタール、大韓民国、ロシア連邦、ルワンダ、サウジアラビア、セルビア、セーシェル、スロベニア、ソマリア、南アフリカ、スペイン、スウェーデン、スイス、タイ、東ティモール、トーゴ、チュニジア、トルクメニスタン、トルコ、アラブ首長国連邦、グレートブリテンおよび北アイルランド連合王国、アメリカ合衆国、ウルグアイ、ウズベキスタン、ベネズエラ。
		非加盟国およびその他のオブザーバー
ローマ教皇庁、マルタ騎士団、パレスチナ国。
[bookmark: _Toc471217427][bookmark: _Toc496373829][bookmark: _Toc504117870]		政府間機関
		アフリカ連合、湾岸アラブ諸国協力評議会、欧州評議会、欧州経済委員会、欧州連合、国際労働機関、国際電気通信連合、アラブ連盟、イスラム協力機構、国連ジェンダー平等・女性のエンパワーメント機関（UNWOMEN）、国連訓練調査研究所。
		国内人権機関
カメルーン人権委員会、フィリピン人権委員会、フィンランド国家人権機関／人権センター、国内人権機関グローバル連合（GANHRI）、ドイツ人権研究所、ギリシャ国家人権委員会、スロベニア共和国人権オンブズマン、グアテマラ人権擁護官事務所、ヨルダン国家人権センター、韓国国家人権委員会、ナイジェリア国家人権委員会、タイ国家人権委員会、ポーランド人権委員事務局、スウェーデン人権研究所、ウガンダ人権委員会。
		非政府組織およびその他の関連団体
AARP、アクション・スリランカ、アダマスンレ財団、アフリ・ヘルス・オプトネット協会、AGEプラットフォーム・ヨーロッパ、エイジ・ノウブル、エイジング・ネパール、エイジウェル財団、アライアンス・ディフェンディング・フリーダム、アルツハイマー病国際連合、アムネスティ・インターナショナル、カメルーン高齢者ケア協会（ACAMAGE）、女性の権利と才能協会、調停女性協会、拷問防止協会、農村地域家族・女性協会、人権と持続可能な開発協会、ドイツ高齢者団体連合、子どもの全人的成長と尊厳のための事務局、グローバル・ノンキリング・センター、国際環境法センター（CIEL）、精神医療利用者・サバイバー人権センター、中国万里の長城協会、イタリア労働総同盟、ラテンアメリカ老年医学・老年学委員会（COMLAT-IAGG）、スイス高齢者評議会、欧州退職者連盟（FERPA）、M・チャンドラセカール博士国際財団、ファミリー・アーク・ミッション、グローバル・アクション・オン・エイジング、グローバル・ケア・アライアンス、恵まれない人々の擁護のためのグローバル・フォーラム（GFDLP）、草の根資産教育イニシアチブ、天国文化・世界平和・光の回復、ヘルプエイジ・インターナショナル、ヒューマン・ライツ・ウォッチ、ILGAワールド、インクルージョン・カナダ、国際ホスピス・緩和ケア協会、国際障害同盟、国際高齢化連盟、国際長寿センター・グローバル・アライアンス、国際長寿センター・カナダ、高齢者虐待防止国際ネットワーク、国際労働組合総連合、国連のための国際青年・学生運動、日本高齢者活動・研究サポートセンター、神奈川大学、メイク・マザーズ・マター、マリア・ソレダッド・システルナス・レイエス、ミッション・トゥ・エルダーリーズ財団、全米コミュニティ・リーガル・センター協会、ドイツ全国貧困会議、ウェールズ高齢者担当コミッショナー、ポピュレーション・レジリエンス・インターナショナル、ウガンダ生物多様性保全推進協会、カタールソーシャルワーク財団、農村母子保健協会、SDGユース・コネクト、セムト高齢者開発協会（SOLPEDA）、ソロプチミスト・インターナショナル、ハイファ大学、ワシントン大学、パキスタン・ユース・フォー・ヒューマンライツ。
			
（翻訳：佐藤久夫、　　　）
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